
  

 

ローラン展開の主要部を実数で定義 
 

( )XF が区間 1BI 上で第n次マイナス導関数が存在し、 AX = で 

無限遠点での第 1−n 次マイナス微分係数が存在するとする。 
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明らかに 11 BI となる。 
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が存在する。 

 

次に、
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が存在する。 

 

これを続けると、
( )
( )

( )( )
( )( )

( )( )
( )( )

( )( )
( )( )AH

AG

AH

AG

AH

AG

XH

XG

n
n

n
n

:

:

:

:

:

:

2
2

2
2

1
1

1
1




==




=




=

−

−

−

−

−

−

を満たす ( ) nn X 21 が存在する。 

( )( ) ( )( ) ( )( ) !:,:: nAXHAXFAXG nnn == −−−
なので、 ( )

( )( )

( )n
n

n

AXn

AF
XG

−


=

−

!

:
 

 

BXn == , とすると、 ( )
( ) ( )

( )

( )

( ) ( )

( )

( )n

n

n

n

ABn

AF

ABn

AF

AB

AF

AB

AF
yBF

−


+

−−
++

−
+

−
+=

−

−

−−−

!

:

!1!2

)(

1

)1(

2

)2()1(

1 が成り立つ。 


